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第

調
逸
の
圏
内
植
民
事
業

沿

草

及

方

針

濁
逸
の
国
内
植
民
事
業
は
、
遠
〈
共
源
を
尋
ね
れ
ば
、
中
世
時
代
に
西
宮
し
て
居
る
ピ
い
へ
る
で
あ
ら
う
が
、
現

時
の
意
味
に
於
て
芸
の
貴
行
を
見
る
に
至
っ
た
の
は
十
九
世
紀
の
最
後
の
四
宇
世
紀
以
後
の
ニ
ご
で
あ
る
。
そ
し

て
嘗
初
事
業
は
政
治
的
の
意
味
を
以
て
行
は
れ
、
東
方
の
周
境
地
方
に
於
り
る
波
蘭
人
の
勢
力
に
濁
し
て
濁
逸
人

の
勢
力
を
扶
植
せ
ん
た
め
に
、
嘗
該
地
方
に
溺
逸
の
農
民
を
土
着
せ
し
む
る
二
百
が
主
化
品
目
的
Z
せ
ら
れ
た
。

即
も
一
人
八
六
年
四
月
二
十
六
日
の
法
律

(
C
E
R
N
『
の
可

-
k目
。
問
。
『

o
E
2
5
m
斥
E
R
F円
〉
ロ

ω一宮
出

E
m
日
出
品
内
ロ

P
E
E
N
E
巧
g
e
z口
語
ロ
ロ

E
H
U
E
S
w・
)
に
依
h
、
魯
露
西
が
其
の
事
業
に
着
手
し
、
事
業
寅
行
の
錦
め
に
王
立

農
民
扶
植
委
員
舎
岡
山
田
国
間
]
〉

5
一
日
出

E
m
ω
Z
E
E
-
z一
S
F
4〈
gqHOCω
目白

Z
P且
司

E
S
が
設
置
せ
ら
れ
、
並
日
露

西
政
府
は
一
億
馬
克
を
其
の
事
業
の
錫
め
に
使
用
し
得
"
へ
き
も

ω
ご
せ
ら
れ
た
。



此
の
園
内
植
民
事
業
は
前
掲
図
境
地
方
仁
於
て
農
地
を
得
て
土
着
せ
ん
ご
欲
す
る
農
民
に
芙
の
獲
得
を
容
易
な

ら
し
め
、
其
地
は
之
を
地
代
農
地
(
且
E
囲
内

E
g
m
Z
3
t
L
て
地
代
に
相
賞
す
る
額
を
年
々
土
地
の
獲
得
者
よ
h

納
入
せ
し
め
て
、
土
地
は
自
己
の
所
有
地
た
る
が
如
〈
に
使
用
せ

L
め
ん
正
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
其
の
地

代
は
貸
付
金
の
二
分
五
厘
乃
雫
一
三
分
に
相
嘗
す
る
低
歩
合
の
も
の
正
せ
ら
れ
、
農
民
は
他
の
何
れ
の
所
に
於
て
も

斯
か
る
低
利
の
資
金
を
得
る
に
難
〈
、
又
斯
か
る
便
訟
の
下
に
土
地
を
獲
得
す
る
道
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

抑
も
地
代
農
地
な
る
も
の
は
、
土
地
の
代
債
を
纏
め
て
一
時
に
支
梯
ふ
こ
己
な
〈
L
て
・
英
の
地
代
に
嘗
る
も

の
を
支
梯
ふ
こ
ご
を
契
約
し
て
其
の
土
地
の
所
有
の
獲
得
せ
ら
れ
北
畠
農
地
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば

寅
際
に
於
て
は
永
小
作
地
吉
相
似
た
る
も
の
で
あ
っ

τ、
永
小
作
料
が
本
来
の
性
質
上
解
約
言
れ
能
は
.5
る
も
の

一
た
る
が
如
(
、
地
代
も
亦
原
則
Z
し
て
非
解
約
的
の
も
の
で
あ

h
、
た
い
契
約
に
依
て
之
を
解
約
的
の
も
の
三
溺

L
得
る
も
の
な
り
ご
す
る
。
そ
し
て
又
永
小
作
人
が
永
小
作
地
に
掛
し

τ有
す
る
様
能
に
は
一
定
の
制
限
ゐ
る
が

如
〈
、
地
代
農
地
の
所
有
者
の
其
地
に
謝
す
る
機
能
に
も
一
定
の
制
限
が
置
か
れ
得
る
o
然
し
商
岩
が
概
念
上
に

相
違
せ
る
も
の
た
る
は
論
な
き
所
で
あ
る
o

一
冗
来
地
代
農
地
の
考
は
、

き
を
基
礎
ご
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
土
地
に
劃
す
る
極
端
な
る
個
人
主
義
的
な
叉
絶
封
的
な
蕗
分
権
に
闘
す
る
疑

ロ
ー
ド

d
y
ツ
旦
の
所
謂
地
代
主
義
の
如

義
さ
其
の
軍
純
な
る
資
本
性
を
認
め
て
、
普
通
の
商
品
の
如
く
こ
れ
を
英
代
償
で
以

τ寅
買
す
る
こ
ご
の
不
可
な

h
E
考
へ
ら
る
、
見
地
の
上
仁
遺
h
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
此
考
よ
り
土
地
が
地
代
基
本
(
何
百
円
巴
』

設

苑

第
十
九
巻

凹

九

(
第
三
腕
一
一
一
)
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岡
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O 

同
町
ロ

ι)
正
し
て
取
扱
は
る
ペ
き
も
の
な
る
限
り
其
の
実
買
は
土
地
そ
の
も
の
、
商
品
ご
し
て
の
資
本
的
償
額
を
以

て
行
は
る
ペ
き
も
の
に
あ
ら
守
、
地
代
授
受
の
契
約
に
依
て
行
は
る
べ
き
も
の
な

h
ご
し
て
、

き
て
今
国
内
植
民

事
業
の
如
き
も
此
の
主
義
仁
依
て
之
を
行
ひ
、
以
て
土
着
せ
ん
ご
す
る
農
民
を
L
て
合
理
的
仁
然
か
も
簡
便
に
農

地
の
所
有
を
獲
得
せ
し
め
ん
ご
し
て
行
は
る
、
仁
至
っ
た
究
第
で
あ
る
。

そ
し
て
嘗
初
設
定
せ
ら
れ
た
る
地
代
農
地
に
在
つ
て
は
、
地
代
の
取
得
者
は
国
家
自
身
で
あ
っ
た
。
印
ち
農
民

は
園
家
よ
り
土
地
を
給
付
せ
ら
れ
之
に
劃
し
て
永
久
に
地
代
を
支
梯
ふ
わ
け
だ
っ
た
の
で
ゐ
る
。

ポ
『
ぜ

ν

一
入
八
六
年
の
法
律
に
依
る
地
代
農
地
の
設
定
は
西
普
露
西
正
保
全
Z
に
限
定
せ
ら
れ
又
是
の
設
定
者
は
凶
家

自
身
だ
っ
た
の
だ
が
、

一
人
九

O
年
六
月
二
十
七
日
の
法
律
に
依
b
、
そ
の
設
定
は
普
露
西
全
園
内
に
及
び
行
は

れ
得
る
も
の
正
せ
ら
れ
た
。
此
の
改
正
は
圏
内
楠
民
の
事
業
を
ば
従
来
の
如
く
た
い
政
治
上
の
目
的
の
み
の
潟
め

に
行
ム
ニ

Z
な
〈
、
庚
〈
自
作
農
主
義
の
下
に
中
小
農
地
の
創
定
を
行
は
し
む
る
を
目
的
正
せ
ん

Z
す
る
に
歪
う

た
怨
め
で
あ
る
。
従
て
地
主
は
何
人
た
り
吉
雄
も
地
代
農
地
を
設
定
す
る
を
得
る
も
の
ご
せ
ら
れ
た
。
然
か
も
其

の
解
約
は
地
主
の
合
意
を
要
す
る
も
の
芭
し
又
地
代
農
地
の
獲
得
者
に
劃
し
て
は
其
の
譲
渡
及
分
割
を
禁
止
し
得

ぺ
き
も
の
ご
せ
ら
れ
た
。
惑
に
於
て
か
地
代
農
地
の
設
定
者
は
其
地
に
謝
し
て
一
種
の
上
級
所
布
機
を
有
す
る
も

の
た
る
地
位
に
置
か
れ
る
二
吉
、
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
然

L
此
の
法
律
は
絡
に
質
殺
を
奏
す
る
こ
芭
な
(
、
質

際
に
之
に
擦
る
地
代
農
地
の
設
定
を
見
る
こ

Z
は
な
か
っ
た
G

蓋
L
斯
か
る
地
代
農
地
を
設
定

L
小
農
地

Z
L
て

、、



適
す
る
如
〈
に
之
を
分
割
提
供
す
る
の
み
な
ら
や
之
に
必
要
な
る
設
備
を
錯
す
に
は
最
初
に
資
金
を
要
す
る
衣
第

で
ゐ
h
J
、
然
か
も
英
の
地
代
農
地
は
抵
嘗
に
入
っ
て
居
て
は
な
ら
示
会
〈
負
債
な
き
も
の
柁
る
を
要
し
た
か
ら
、

嘗
時
所
有
地
を
小
農
地
ご
し
て
寅
却
せ
ん
古
す
る
が
如
き
地
主
に
は
、
到
底
之
を
行
ふ
資
格
が
な
か
っ
允
の
で
あ

る
O

そ
れ
に
叉
地
主
は
、
借
金
な
ど
に
困
っ
た
結
呆
所
有
地
を
地
代
農
地
芭
し

τで
も
責
却
ゼ
ね
ば
な
ら
ぬ
必
要

に
泡
ら
れ
て
居
る
者
の
多
い
次
第
な
れ
ば
、
そ
の
望
h
u

所
は
之
に
劃
す
る
纏
っ
た
一
時
金
ご
し
て
の
代
療
で
あ

り
、
零
細
な
る
年
金
的
な
地
代
で
は
な
炉
っ
た
の
で
あ
る
。
一
見
に
又
之
を
買
取
る
ぺ
き
農
民
に
は
最
初
先
づ
共
地

の
上
に
住
家
や
農
合
h
T
建
て
叉
農
具
芙
他
を
頁
入
る
、
必
要
が
ゐ
る
の
に
、

そ
ん
な
資
金
の
用
意
ゐ
る
者
は
少

(
、
又
ヨ
』
れ
を
有
す
る
程
の
者
な
ら
ば
、
何
も
そ
ん
な
束
縛
の
つ
い
た
地
代
農
地
を
買
取
ら
な
〈
古
も
、
他
に
資

金
eT
周
ゆ
ぺ
き
暗
唱
は
幾
ら
も
ゐ
っ
た
の
で
あ
る
。

蓋
に
於
て
か
其
の
翌
年
に
は
又
法
律
の
改
正
を
見
、
新
花
に
地
代
農
地
設
定
の
奨
励
を
目
的
ご
す
る
法
律
が
設

け
ら
れ
、

(
ι
E
P百円
N
r
n可・

ι目
。
司
ん
庄
内
2
口問

ι再
開
門
ユ

n
Z
E問
g
口
問
。
口
百
ロ
恒
常
2
2
5
1目

T-ご∞
U

H

)

地

代
農
地
の
設
定
は
一

λ
入
六
年
の
法
律
の
如
(
軍
純
に
之
を
私
人
的
の
事
業
に
委
か
す
こ
ご
な
〈
、
岡
家
が
芸
事

業
に
多
加
す
る
こ
吉
、
な
っ
セ
。
其
縛
め
に
地
代
銀
行
内
出
。
同
m
E
g
g毎
日
は
一
般
委
員
曾
品
百
の
2
2
t
H
B
E

同
区

ωω
【。口。
P

z共
じ
地
代
農
地
設
定
の
金
融
の
鋳
め
ず
に
謹
す
べ
き
も
の
Z
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
某
の
地
代
農
地
は

や
は
り
嘗
初
の
農
民
扶
植
委
員
曾
の
設
置
せ
る
地
代
農
地
の
如
〈
、
永
久
的
な
地
代
地
ご
す
イ
き
や
否
ゃ
に
つ
い

設

宛

諸
闘
の
自
作
農
創
定
事
業
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九
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三
規
一
一
一
ニ
)
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て
論
議
が
岐
れ
戦
は
3
れ
た
が
結
局
新
か
る
非
解
約
的
な
地
代
農
地
は
設
定
せ
ら
る
、
こ
ご
な
〈
、

一
般
委
員
曾

は
一
定
年
数
同
地
代
を
支
梯
ひ
た
る
筏
は
土
地
の
代
田
恨
の
元
利
金
が
年
賦
的
に
完
済
せ
ら
れ
た
る
も
の
吉
見

τ、

地
代
農
地
の
獲
得
者
が
完
全
に
其
地
の
所
有
権
を
獲
る
が
如
き
も
の
を
の
み
設
定
す
る
・
』
ご
、
な
っ
た
。

斯
く
て
嘗
初
地
代
農
地
mw
創
設
の
行
は
れ
始
め
た
る
頃
二
人
七

0
年
代
)
に
慌
に
っ
た
ロ

1
ド
ペ

Y
ず
且
流
の

地
代
宇
一
義
的
な
考
は
、
務
に
至
っ
て
其
地
歩
を
覆
3
れ
た
こ
Z
、
な
っ
た
。
た

γ
僅
か
に
農
民
扶
植
委
員
舎
の
設

定
し
た
地
代
農
地
の
み
が
そ
れ
ザ
い
っ
た
の

rが
、
池
般
の
大
戦
の
結
果
そ
の
地
方
は
波
蘭
領
ご
な
っ
て
し
ま
っ
た

か
ら
現
今
濁
逸
に
は
殆
ん
ど
斯
か
る
永
久
地
代
農
地
を
見
る
こ
E
は
出
来
な
い
の
で
あ
一
る
。
そ
し
て
今
や
有
期
的

な
地
代
農
地
ご
せ
ら
れ
た
土
地
の
地
代
支
梯
期
間
(
土
地
代
金
元
利
償
還
期
間
)
は
ニ
ゼ
ヰ
レ

1
v
ヨ
ン
に
及
ぶ
次

第
で
あ
っ
て
、
其
の
期
間
内
は
地
代
農
地
の
獲
得
者
は
一
般
委
員
曾
の
承
諾
を
経
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
之
を
分
割
し

た
り
某
の
一
部
分
を
譲
渡
し
た
り
す
る
を
得
F
る
も
の
ご
せ
ら
れ
、
之
に
依
て
其
の
虞
分
権
に
制
限
が
加
へ
ら
れ
、

叉
そ
の
小
農
地
ご
し
て
の
永
績
に
謝
す
る
保
一
時
が
奥
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
o

然
る
に
此
の
保
障
は
真
に
又
一
入
九

ア

νエ
山
戸
ペ
シ
、
レ
ヒ
ト

六
年
六
月
入
日
の
法
律
に
基
き
地
代
農
地
に
も
一
子
相
続
法
(
不
分
割
相
続
法
)
が
遁
用
き
る
、
に
至
っ
た
こ
Z
に

依
て
一
屠
有
力
に
せ
ら
れ
た
。
術
又
一
入
九
九
年
九
月
二
十
日
の
法
律
は
地
代
農
地
は
そ
の
所
有
者
に
よ
り
所
有

権
移
輔
が
行
は
れ
又
は
契
約
違
反
の
こ
ど
あ
る
場
令
に
は
其
の
設
定
者
は
所
有
者
じ
劃
し
て
先
買
権
を
有
す
る
こ

E
、
せ
ら
れ
た
る
が
矯
め
に
、
愈
々
以
て
そ
の
小
農
的
自
作
地
ピ
し
て
の
永
続
は
保
障
せ
ら
れ
、

そ
の
獲
得
所
有



者
の
蕗
分
権
は
限
定
事
る
、
，
』
正
、
な
っ
た
の
で
あ
る
。

総
べ
て
斯
く
の
如
〈
に
し
て
常
初
主

Z
L
て
波
蘭
に
劃
す
る
濁
逸
主
義
の
確
立
の
た
め
に
政
治
的
の
目
的
で
始

め
ら
れ
た
濁
逸
の
闘
内
植
民
事
業
は
、

ぞ
の
政
治
上
の
目
的
は
永
〈
維
持
せ
ら
る
、
傍
、
同
時
に
そ
が
中
小
農
主

義
の
樹
立
の
目
的
に
も
役
立
ち
、
特
に
大
地
主
レ
大
地
を
分
割
し
て
之
を
多
数
の
小
農
地
主
潟
し
て
自
作
農
民
を

扶
植
す
る
に
有
用
の
制
度
た
る
が
矯
め
に
、
聞
も
な
〈
裳
の
目
的
を
呆
寸
ぺ
〈
普
露
西
杢
土
に
行
は
る
、
ご
ざ
、

な
っ
た
。
そ
し
て
叉
官
初
事
業
は
困
家
的
の
事
業
げ
い
っ
た
も
の
が
、
途
中
一
度
私
人
的
の
事
業
に
移
さ
れ
後
間
も

な
〈
再
ひ
岡
家
の
奉
加
す
る
公
共
的
の
事
業
た
る
性
質
が
加
味
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
事
業
は
嘗
初
普
露
西
を
主
正
し
て
行
は
れ
た
も
の
後
に
は
他
の
支
分
図
に
も
行
は
る
、
こ
吉
、
な
り
、

絡
に
一
九
一
九
年
に
は
之
を
濁
逸
国
一
般
的
の
事
業
芯
な
し
、

〉
戸

m
E片

岡

U
G
の
会
布
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

河
内
円
η
『切切向。

ι一
回
口
問
ω問。
ωmHN
〈
。
口
同
同

そ
の
法
律

一一
囲
内
植
民
の
方
法

上
に
示
す
所
に
依
て
明
か
な
る
が
如
〈
、
持
露
西
に
於
け
る
園
内
植
民
事
業
は
之
に
劃
し
て
国
家
的

ω援
幼
ゐ

h
芭
は
い
で
事
業
主
憧
は
地
主
た
る
私
人
又
は
そ
の
目
的
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
る
私
の
圏
煙
た
る
に
外
な
ら

ぬ
O

卸
も
普
露
商
圏
内
に
居
住

L
完
全
な
る
土
地
所
有
権
を
有
す
る
者
は
、
何
人
ご
雌
も
地
代
農
地
を
設
定
し
農

誼

宛

商
圏
由
自
作
農
創
定
事
業

(
第
三
焼
一
一
五
)

第
十
九
巻

四
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(
第
三
規
一
二
ハ
)

民
を
招
致
し
一
1
圏
内
植
民
の
事
業
を
行

ο得
る
の
で
ゐ
る
。
然
し
一
個
人
の
之
を
行
ふ
は
少
〈
現
今
で
は
主
己

話

苑

諸
園
由
自
作
農
創
定
事
業

第
十
九
巻

四

回

し
て
一
公
盆
的
移
住
曾
枇
が
之
を
行
っ
て
居
る
。

そ
L
て
一
般
委
員
品
目
(
現
今
で
は
土
地
閥
拓
局

戸
山
口

L
g
r
z
E弓目

z
r
c
E地
代
銀
行
正
は
此
の
事
業
に
岨
到
し

τ技
術
上
並
び
に
金
融
上
の
援
助
を
奥
ふ
る
に
過
ぎ
見
。
き
れ
ば
地

代
農
地
の
創
設
者
は
土
地
を
小
農
地
古
し
て
麹
嘗
に
分
割
す
る
こ
ご
を
錯
す
の
み
な
ら
す
、
土
地
の
耕
作
、
家
屋

の
建
築
、
移
民
の
般
泊
所
、
道
路
の
開
通
、
準
校
教
舎
等
の
設
置
某
他
種
々
の
鮎
に
就
い
て
施
設
を
錦
す
べ
語
任

務
を
負
ふ
も
の
ご
す
る
。

'
期
る
が
故
に
地
代
農
地
設
定
者
に
し
て
一
般
委
員
曾
土
地
開
拓
局
や
地
代
銀
行
や
の
援
助
を
受
〈
る
ご
否
定
は

金
〈
そ
の
自
由
に
麗
し
、
叉
之
を
受
く
る
ご
し
て
も
如
何
な
る
時
期
郎
も
地
代
農
地
設
定
の
蛍
初
に
於
て
、
又
は
事

業
進
行
の
途
中
に
於

τ、
又
は
一
通
り
そ
の
修
了
し
た
る
際
に
於
て
之
を
受
〈
る
ご
も
之
亦
自
由
で
ゐ
る
。
但
し

其
の
援
助
を
受
け
ん
Z
す
る
場
合
に
は
闘
よ
b
之
仁
要
す
る
一
定
の
僚
件
ご
方
式
正
あ
り
其
れ
に
嬢
て
出
願
L
又

そ
れ
に
依
て
一
定
の
義
務
を
負
は
き
る
、
も
の
ご
す
る
。
先
づ
そ
の
出
版
に
闘
し
て
は
地
代
農
地
ご
怨
き
ん
己
す

る
土
地
の
所
有
権
、
位
置
、
面
積
、
土
質
、
交
通
の
便
利
、
土
地
抵
嘗
の
状
況
等
に
闘
し
詳
細
な
る
調
査
書
を
附

す
る
を
要
し
、
願
出
は
之
を
一
般
委
員
合
(
土
地
開
拓
局
)
に
抽
出
し
て
行
ム
。
委
員
曾
(
開
拓
局
)
は
そ
の
採
否
を
審

査
決
定
し
、
先
づ
議
定
地
に
就
い
て
詳
細
な
る
寅
地
調
査
を
行
ひ
、
ぞ
れ
に
基
い
て
委
員
曾
(
開
拓
局
)
の
意
思
も

決
定
し
設
定
者
も
同
意
す
れ
ば
弦
に
其
地
は
地
代
農
地
設
置
中
の
も
の
ご
し
て
土
地
毒
帳
に
準
録
せ
ら
れ
て
そ
の



権
利
関
係
が
明
確
に
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
o

地
代
農
地
た
る
べ
き
土
地
は
芙
の
面
積
等
は
原
則
Z
し
て
設
賞
者
の
自
由
に
之
を
定
な
る
所
に
委
せ
ら
る
れ
げ
と

も
、
そ
の
完
成
し
た
る
後
之
を
以
て
一
個
の
繍
立
な
る
村
落
た
ら
[
一
め
ん
己
す
る
正
き
は
、

少
〈
古
も
三
百

h

の
商
積
た
る
を
要
す
る
こ
E

に
な
っ
て
居
る
。
叉
千
二
百

M

以
上
の
大
農
地
は
地
代
農
地
の
設
定
に
通
せ
す
ご

せ

ιれ
て
あ
る
。
そ
し
て
其
の
農
地
の
匿
分
ご
各
匝
分
の
大
吉
正
に
閲
し
て
は
、
た
い
中
小
農
地
た
る
に
過
す
る

を
要
す
ご
せ
ら
る
、
の
み
で
あ
っ
て
、
法
律
上
に
其
の
限
定
の
奥
へ
ら
る
、
所
は
な
い
。
之
れ
蓋
L
其
大
き
は
地

方
t
地
味
ご
に
依
て
自
ら
国
費
ら
、
さ
る
を
得
ざ
る
性
質
の
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
然
し
普
通
に
は
五
へ
ク
タ

1
以
上

二
十
五
へ
ク
タ

1
以
下
を
中
小
農
地
ご
考
ふ
る
の
で
あ
る
。
最
小
は
竿
屯
ペ
ケ
ン
迄
Z
規
定
さ
れ
て
居
る
。
倫
叉

帽
を
こ
に
進
ら
る
、
村
落
も
之
を
密
居
制
己
居
却
す
か
、
分
散
制
ピ
錦
す
か
に
つ
い
て
一
概

ω限
定
は
存
し
て
居
ら

f.l 
0 

次
に
地
代
農
地
の
購
入
を
希
墜
し
其
の
農
民
た
ら
ん
ご
す
る
者
は
、
嚢
に
行
は
れ
た
る
農
民
扶
植
委
員
曾
の
植

民
の
場
合
Z
異
ム
リ
私
的
な
る
閣
内
植
民
に
在
つ
て
は
必
宇
し
も
閥
籍
の
如
何
を
問
ム
必
要
が
な
い
次
第
で
、
初
は

濁
逸
人
た
る
ご
波
蘭
人
村
山
る
子
炉
」
阿
は
な
い
方
針
で
進
む
で
来
た
。
然
る
に
後
(
一
入
九
六
年
以
後
)
に
は
や
は
h

之
に
も
多
少
政
治
上
の
意
味
が
加
は
っ
て
来
て
な
る
べ
く
波
蘭
入
を
入
れ
な
い
こ
芭
に
な
っ
た
。
去
し
て
其
の
地

代
農
民
た
る
ペ
事
者
以
、
農
業
仁
関
し
多
少
の
相
官
識
経
験
を
有
す
る
こ
己
、
土
地
債
格
の
一
部
を
現
金
に
て
支
梯

設

宛

詩
園
由
自
作
農
創
定
事
業

第
十
九
港

(
第
三
棋
一
一
七
)

四

五



話

苑

諸
園
田
自
作
農
創
定
事
業

第
十
九
谷

(
第
三
扱
一
一
八
)

四

」ーノ、

ひ
得
る
こ
吉
、
農
業
経
替
に
必
要
な
る
資
財
及
び
家
尾
を
用
意
し
得
る
こ
吉
、
遁
嘗
の
経
離
宮
費
を
有
し
又
少
〈
ご

も
移
住
後
第
一
回
の
牧
穫
を
皐
戸
、
る
ま
で
生
活
を
匁
し
得
る
者
な
る
こ
ご
を
必
要
吉
せ
ら
れ
た
。
叉
な
る
べ
〈
妻
齢

帯
者
党
る
を
可
Z
し
妻
も
亦
夫
E
共
じ
農
耕
に
従
事
す
る
自
作
農
柁
る
を
可
ご
す
る
。

右
等
の
資
格
を
備
へ
た
る
地
代
農
地
の
希
望
者
E
地
代
農
地
の
設
置
岩
ご
り
間
に
は
先
づ
地
代
農
地
の
由
貿
買
俄

契
約
が
行
は
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
ヲ
ぞ
の
俊
項
等
は
一
般
委
員
d

舎
の
定
む
る
所
に
よ
る
o

従
て
委
員
曾
に
よ
り
必
す

し
も
一
様
で
な
い
o

け
れ
ど
も
大
抵
は
土
地
の
面
積
、
耕
地
及
牧
草
地
一

来
の
建
築
物
の
慮
分
、
地
代
賠
償
、
土
地
譲
渡
の
期
限
及
違
約
廃
分
等
に
閲
す
る
傑
項
を
合
な
の
で
あ
る
。
そ
し

ha 

の
贋
格
、
代
田
明
支
抑
の
方
法
、
在

て
移
住
者
が
土
地
代
金
の
一
部
分
(
普
通
は
債
格
の
四
分
一
)
を
現
金
に
て
支
梯
へ
ば
土
地
憂
張
を
鑓
夏
し
、
頁
買

本
契
約
の
取
決
以
前
Z
雄
も
土
地
の
引
渡
は
行
は
る
、
も
の
E
す
。
本
契
約
が
取
結
ば
る
れ
ば
一
般
委
員
曾
り
請

求
に
依
り
地
代
農
地
の
田
空
記
行
は
れ

τ譲
渡
は
完
全
の
も
の

Z
な
る
。
然
し
乍
ら
、
地
代
及
び
借
ス
資
金
の
返
済

が
完
了
し
て
地
代
銀
行
ご
の
閲
係
が
切
れ
る
に
至
る
ま
で
は
、
地
代
農
地
の
購
買
者
は
其
地
を
寅
却
し
又
は
分
割

し
併
合
す
る
こ
Z
を
得
ま
る
も
の
さ
す
る
。

次
に
地
代
農
地
の
評
僚
は
一
般
委
員
曾
(
開
拓
局
)
に
於
て
之
を
行
ふ
の
で
ゐ
る
が
、
そ
の
評
償
は
地
代
銀
行
よ

り
の
貸
付
の
安
全
を
期
し
叉
購
買
岩
の
経
済
上
の
安
全
の
怨
め
に
そ
の
標
準
を
奥
ム
る
た
め
に
行
は
る
、
に
過
ぎ

な
い
。
従
て
そ
は
直
も
仁
共
地
の
頁
買
の
債
格
正
な
る
わ
け
で
は
な
〈
、
責
買
債
格
は
賞
事
岩
間
の
自
由
決
定
に



委
か
せ
委
員
曾
t
し
て
は
直
接
之
に
子
奥
せ
な
い
。
化
u
y

併
し
乍
ら
責
買
債
格
が
著
し
〈
評
償
額
を
超
過
し
委
員

曾
(
開
拓
局
)
に
於
て
斯
か
る
高
僚
の
土
地
で
は
地
代
農
地
ご
し
て
之
を
買
取
り
た
る
者
の
経
済
立
も
難
し
Z
見
る

場
合
に
は
、
委
員
曾
は
其
の
事
業
よ
ち
手
を
引
く
ニ
ご
に
な
る
か
ら
、
自
ら
そ
の
評
価
慣
は
間
接
に
一
定
の
標
準
を

錯
す
・
』
ご
に
な
る
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
次
に
地
代
農
地

ω代
債
の
支
梯
は
如
何
に
し
て
行
は
晶
、
や
ご
い
ふ
に
、

之
に
は
大
ヤ
な
る
促
法
が
設

り
ら
れ

τ居
る
o

卸
ち
一
面
に
は
土
地
を
分
割
し

t
地
代
農
地
ご
し
て
貰
却
せ
ん
ご
す
る
者
の
利
便
を
岡
り
、
他

商
に
は
又
之
を
買
取
ら
ん
ご
す
る
中
小
農
民
や
勢
働
者
の
利
便
を
国
ら
ん
泊
め
に
案
出
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
っ

て
、
現
金
抑
ご
地
代
銀
行
後
行
の
地
代
詮
品
分
に
依
る
支
掛
芯
地
代
ご
し

τ
の
年
次
的
支
抑
ご
の
三
者
が
認
め
ら

れ
、
場
合
に
依
て
は
こ
の
三
岩
が
併
せ
行
は
れ
得
る
こ
立
に
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

先
づ
現
金
支
抑
は
購
買
者
に
於

τ全
部
-
}
れ
で
以

τ代
債
の
支
梯
を
唖
却
さ
ん
言
す
れ
ば
そ
れ
は
回
よ
り
差
支
な

、
、
ノ
十
J
Jヲ
w

p
〉
、

L
t
t
T，Z
 
た
い

Y

一
部
分

rけ
現
金
支
梯
ご
矯
す
こ
ご
も
出
来
、
そ
の
支
抽
加
を
了
す
れ
ば
土
地
の
引
渡
を
得
る

こ
己
銑
漣
の
通
り
で
ゐ
る
o

次
に
地
代
詮
券
に
依
る
支
携
は
謂
は

v
支
抑
方
法
中
の
眼
目
で
あ
っ
て
、

之
ゐ
る
に

依
っ
て
甫
め
て
濁
逸
の
園
内
植
民
事
業
は
ぞ
の
成
位
胞
を
奉
げ
得
る
道
を
見
出
し
品
川
た
り
己
せ
な
り
れ
ば
な
ら
泊
。

卸
も
地
代
農
地
の
責
却
者
は
地
代
農
民
よ
り
年
々
少
額
の
地
代
を
文
抑
は
る
、
'f
不
便
ご
し
一
時
に
そ
の
代
債
を

得
ん
ご
欲
す
る
場
合
多
か
る

J

べ
き
に
、
之
を
購
買
す
る
農
民
は
ど
う
せ
小
農
民
や
崎
労
働
者
の
こ

z
rか
ら
一
時
に

設

苑

誇
圃
四
自
作
農
制
定
事
業

第
十
九
巷

(
第
三
抗
一
一
九
)

四

七



詑
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諸
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申
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農
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定
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第
十
九
巻

(
第
三
競
一
二

O
)

四

λ 

之
を
支
梯
ひ
得
る
用
意
あ
る
者
は
少
い
ご
せ
な
け
れ
ば
な
ら
由
。
滋
に
於
て
か
這
聞
の
困
難
を
救
は
ん
た
め
に
、

別
代
銀
行
が
中
に
立
ち
地
代
詮
券
を
肱
現
行
L
て
之
に
依
て
責
却
者
に
劃
し
て
は
一
時
に
土
地
代
債
を
支
扮
ひ
、
貢

却
者
が
現
金
を
欲
す
る
な
ら
ば
其
受
取
っ
た
詮
券
を
市
場
仁
実
却
す
れ
ば
よ
い
や
う
な
使
法
が
開
か
れ
る
こ
戸
、

せ
ら
れ
た
o

そ
L
て
地
代
農
地
の
購
買
者
は
そ
の
鐙
券
の
元
利
に
相
嘗
す
る
も
の
を
長
期
年
賦
に
て
済
崩
し
に
抑

込
め
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
加
之
農
民
は
移
住
の
営
初
は
建
築
費
そ
の
他

ω
設
備
費
ご
し
て
多
額
の
資
金
を
要
す
る

次
第
な
れ
ば
、
最
初
一
定
期
間
は
そ
の
償
謹
梯
込
を
猶
湧
せ
ら
れ
之
を
据
置
く
を
得
る
も
の
さ
な
っ
て
居
る
o

尤

も
此
の
設
券
に
依
る
土
地
代
田
聞
の
支
梯
は
一
般
委
員
舎
の
評
価
慣
し
た
る
土
捌
債
格
の
四
分
三
以
内
に
限
ら
る
、
も

の
ご
す
る
。
之
は
抵
賞
銀
行
が
不
動
産
貸
付
を
行
ふ
場
合
に
も
大
抵
然
う
す
る
の
で
ゐ
っ
て
、
殆
ん
ど
通
則
己
謂

っ
て
も
よ
い
。
尤
も
一
九
一
六
年
五
月
入
日
の
務
佐
柴
田
州
法
は
例
外
己
し
て
一
家
族
の
み
で
農
業
に
従
事
し
他
か

ら
労
働
者
を
雇
傭
使
用
せ
ざ
る
者
(
一
五
へ
タ
タ

1
以
下
の
小
農
)
に
は
特
別
に
十
分
の
九
ま
で
貸
付
を
行
ふ
を
得

る
こ
ご
、
し
た
。
然
し
斯
〈
て
も
備
は
土
地
代
償
は
向
ほ
支
梯
残

h-e生
宇
る
こ
ご
が
あ
り
得
る
わ
け
だ
が
、
そ

の
曲
増
額
に
つ
い
て
は
賞
事
者
は
之
を
年
々
地
代
ご
し
て
授
受
す
る
契
約
を
潟
L
得
る
の
で
あ
っ
て
、
其
額
等
は
常

事
者
の
自
由
に
合
意
決
定
す
e
へ
き
も
の
ご
す
る
。
そ
し
て
そ
の
地
代
は
何
時
た
b
Z
も
之
を
完
済
す
る
を
得
る
も

の
E
し

τも
よ
け
れ
ば
永
久
に
又
は
一
定
期
間
内
は
そ
の
完
携
を
錦
し
得
宇
永
久
に
又
は
一
定
期
間
地
代
ご
し
て

の
み
年
々
支
抑
は
る
べ
き
も
の

Z
L
て
も
差
支
な
い
。
然
し
関
拓
局
は
其
の
地
代
を
不
嘗
E
認
む
る
場
合
仁
は
修



正
を
要
求
す
る
を
得
る
、
官
事
者
が
之
を
膝
壱
な
け
れ
ば
開
拓
局
は
事
業
に
関
奥
せ
な
い
u

の
で
あ
る
。
又
開
拓
局

は
販
費
者
よ
hj
何
時
で
も
弊
務
を
請
求
し
得
る
も
の
は
之
を
認
め
な
い
方
針
に
な
っ
て
居
る
。
蓋
し
之
は
農
業
償

務
の
原
則
に
反
す
る
か
ら
で
あ
る
。

次
に
寅
買
の
手
績
を
了
し
代
債
を
支
梯

οτ
地
代
農
地
の
引
渡
を
受
け
た
る
農
民
は
、

一
一
ヶ
年
以
内
に
農
場
内

に
住
宅
及
び
農
舎
を
建
築
し
て
之
を
一
般
委
員
舎
の
指
定
す
る
火
災
保
険
に
附
す
る
を
要
す
る
。
そ
し
て
そ
の
建

築
の
た
め
に
要
す
る
資
金
は
一
九

O
O年
の
法
律
に
よ

b
一
時
的
に
地
代
銀
行
よ

b
融
通
を
受
一
く
る
を
得
る
も
の

Z
せ
ら
れ
た
。

鳩
て
上
に
示
す
所
の
如
〈
に
し
て
地
代
農
地
の
貰
買

t
移
住
は
行
は
れ
る
の
で
あ
る
が
、

小
農
地
設
定
の
た
め

に
行
は
晶
、
圏
内
植
民
の
事
業
は
た
い
斯
〈
の
如
〈
に
し
て
農
民
を
移
住
せ
し
め
た
ば
か

h
で
完
全
に
移
了
す
る

わ
け
の
も
の
で
は
な
い
二
農
民
の
移
住
し
た
る
以
後
、
彼
等
が
一
村
落
を
造
り
て
其
所
に
安
住
定
着
し
、
そ
の
経

済
吉
生
活
ご
の
漸
次
後
展
し
て
赴
舎
生
存
の
暗
記
々
に
完
備
す
る
を
待
つ

τ甫
め
て
事
業
は
功
を
奏
す
る
の
で
あ

る
。
き
れ
ば
一
般
委
員
曾
(
開
拓
局
)
は
地
代
農
地
設
定
以
後
に
於

τも
他
の
官
廊
吉
協
力
し
て
、
そ
の
地
の
勉
め

に
施
設
し
常
じ
注
意
し
て
其
の
後
遣
を
周
る
に
怠
る
な
か
ら
ん
さ
す
る
。
的
も
そ
の
目
的
の
矯
め
に
、
或
は
農
業

巡
回
詩
師
者
扱
遣
す
る

Z
か
、
農
業
補
習
串
校
や
冬
期
皐
校
を
設
立
す
る

Z
か
、
農
村
闘
書
館
を
設
置
す
る
芭

設

指
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作
農
創
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か
、
農
業
組
合
の
設
立
を
助
成
す
る
ご
か
、
或
は
叉
保
険
を
奨
糊
し
た

h
土
地
改
良
を
促
し
た

b
、
耕
禄
法
の
改

良
や
畜
産
の
奨
励
ゃ
を
行
っ
た
り
、
副
業
の
奨
励
に
努
め
た
り
す
る
の
で
あ
る
。
そ

L
て
此
等
の
注
意
ご
施
設
・
己

の
行
屑
〈
錦
め
に
、
濁
逸
の
圏
内
植
民
事
業
は
、

ご
も
か
〈
も
格
嘗
の
成
績
を
惑
げ
得
た
り
ご
も
見
る
を
得
ぺ
き

で
あ
っ

τ、
園
内
植
民
事
業
の
困
難
な
る
、
到
底
た

H
Y

之
を
私
人
や
私
曾
枇
の
企
業
に
委
hr
せ
大
農
地
を
農
民
吉

へ
之
に
植
へ
付
け
れ
ば
能
事
終
れ
h
己
せ
ら
る
ぺ
き
が
如
き
筒
軍
な
も
の
で
は
な
い
。
然
も
宵
ほ
事
業
の
困
難
に

つ
い
て
は
、
真
に
論
A
Y
ぺ
き
も
の
あ
り
、
事
業
遂
行
の
機
関
に
つ
い

τも
今
少
し
〈
詳
説
す
ぺ
き
も
の
が
あ
る
o

一一一
一
般
委
員
舎
さ
移
住
曾
祉

嫡
逸
の
園
内
植
民
事
業
に
於
て
重
要
の
働
を
矯
す
日
常
共
機
関
は
現
時
の
開
拓
局
晶
君
日
の
一
般
委
員
舎
で
あ
る
。

然
る
に
ニ
の
一
般
委
員
曾
な
る
も
の
は
其
初
は
閥
内
植
民
事
業
の
斜
め
に
設
げ
ら
れ
た
の
で
は
な
t
、
共
の
設
定

後
約
竿
世
紀
に
し
て
一
入
九
一
年
以
来
初
め
て
此
の
事
業
の
鋳
め
に
働
〈
ぺ
き
も
の
ご
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
此
の
一
般
委
員
'
舎
は
上
に
一
不
す
所
に
依
一
1
明
か
な
る
如
〈
自
ら
植
民
事
業
を
行
ふ
も
の
で
は
な
く
、
国
家
的

援
助
な
〈
し
て
は
行
は
れ
難
き
此
の
事
業
に
そ
の
必
要
な
る
援
助
を
奥
ふ
る
任
務
を
帯
ぷ
る
も
の
た
る
に
過
ぎ

ぬ
。
実
効
に
於
1
彼
の
農
民
扶
析
委
員
合
己
性
質
を
異
に
す
る
。
郎
も
圏
内
楠
民
の
事
業
そ
の
も
の
は
私
の
個
人

叉
は
曾
枇
や
組
合
の
如
吉
岡
躍
に
依
て
行
は
れ
、
此
等
が
農
地
の
販
寅
者
ご
し
て
其
の
購
買
者
た
る
移
住
農
民
ご

以よ帝闇鹿骨偏「各閤白自作農創定に闘する施設」五頁一三O頁参照

多木晃剖「普露関白地代銀行J-Q頁一入頁)

3) 



直
接
に
責
買
の
契
約
を
取
結
び
事
業
を
遂
行
す
る
も
の
た
る
こ
ご
は
注
意
を
要
す
る
所
で
め
る
。

然
し
乍
ら
こ
の
一
般
委
員
曾
が
事
業
の
途
行
に
劃
し
て
全
然
無
勢
力
の
も
の
に
ゐ
ら

F
る
は
言
を
侯
た

5
5
所

で
、
若
し
土
地
の
代
贋
が
委
員
舎
の
評
償
以
上
に
高
か
つ
允
り
、
移
住
農
民
仁
一
英
の
必
要
己
認
め
ら
る
、
資
格
が

十
分
に
備
は
っ
て
居
な
か
っ
た
り
、
其
他
一
般
に
事
業
成
功
の
見
込
立
ち
難
し
吉
田
崎
っ
た

h
す
る
場
合
に
は
、
委

員
舎
は
全
〈
手
ey引
〈
こ
ご
の
凶
来
る
や
う
に
な
っ
て
居
る
の
げ
い
か
ら
、
そ
が
事
業
の
上
に
間
接
に
持
つ
貫
力
は

多
大
で
ゐ
る
。
蓋
し
ぞ
の
参
考
な
〈
し
て
は
事
業
の
遂
行
は
頗
る
困
難
た
る
を
兎
れ
難
(
一
般
委
員
曾
が
手
を
引

り
ば
地
代
銀
行
の
援
助
を
得
る
這
は
全
然
杜
絶
古
る
、
か
ら
で
あ
る
。
何
し
ろ
地
代
農
地
の
師
同
賞
者
は
田
川
賞
負
債

等
の
絡
め
に
苦
む
で
居
て
、
そ
れ
で
共
の
所
有
地
を
分
割
阪
責
せ
ん
ご
欲
す
る
者
で
あ
り
、
然
か
も
之
を
地
代
農

地
わ
れ
ら
し
め
ん
た
め
に
は
、
主
(
地
は
あ
ら
ゆ
る
抵
嘗
機
負
槍
か
ら
清
め
ら
れ
て
居
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
だ
か
ら
、

地
代
銀
行
が
中
に
立
っ
て
其
の
祇
蛍
権
除
除
-
ぜ
行
ふ
に
足
る
貸
附
を
震
し
て
呉
れ
、
又
土
地
代
艇
は
何
時
に
て
も

之
を
現
金
に
替
へ
る
こ
さ
の
出
来
る
地
代
詮
券
で
一
時
に
支
拐
っ
て
呉
れ
る
の
で
な
〈
て
は
、
到
底
よ
〈
地
代
農

地
設
定
の
目
的
は
達
せ
ら
れ
る
も
の
で
な
い
。
そ
れ
に
又
一
方
移
住
農
民
の
側
に
在
つ
て
は
、
土
地
は
欲
し
け
れ

E
一
時
に
そ
の
代
債
を
支
梯
ふ
ぺ
き
現
金
の
無
い
の
が
其
病
な
の
げ
い
か
ら
、
之
亦
や
は
り
地
代
銀
行
が
中
じ
立
つ

て
農
地
販
貰
者
に
劃
す
る
債
務
は
一
切
引
受
げ
て
呉
れ
其
代
h
土
地
代
療
に
相
常
す
る
も
の
を
元
利
済
崩
し
で
然

か
も
四
分
又
は
四
分
五
厘
ご
い
ふ
安
い
年
賦
で
五
六
十
年
E
い
ふ
長
期
間
に
弊
済
す
る
を
得
る
便
訟
を
供
奥
し

τ
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四

呉
れ
な
〈
て
は
、

ご
て
も
地
代
農
地
を
買
取
っ
て
自
作
農
民
吉
な
る
こ
ご
は
出
来
難
V

の
で
あ
る
。
加
之
地
代
銀

行
は
建
物
等
に
入
用
な
費
用
ま
で
貸
付
け
て
呉
れ
る
も
の
な
の
だ
か
ら
、
農
民
の
受
C
る
便
宜
は
至
大
な
h
己
ぜ

な
り
れ
ば
な
ら
肉
。
所
が
す
べ
て
此
等
の
便
宜
は
一
般
委
員
曾
が
農
地
創
設
事
業
に
関
奥
す
る
に
依
て
の
み
表
は

れ
て
来
る
も
の
な
る
に
過
ぎ
守
、
地
代
銀
行
は
h
h
y
委
員
舎
の
決
定
し
た
る
傑
件
に
従
て
土
地
代
債
の
支
梯
ご
年

賦
償
還
ご
の
金
融
事
務
を
引
受
け
行
ふ
ば
か
り
で
、
自
ら
地
代
額
の
決
定
等
を
怨
す
こ
芭
は
な
い
。
従
て
委
員
舎

は
農
地
設
定
事
業
に
封
じ
て
は
賞
際
上
甚
大
勢
力
を
有
す
る
次
第
で
あ
る
o

然
る
に
蕊
に
一
つ
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
芭
は
、
た
ご
へ
一
般
委
員
曾
ご
地
代
銀
行
ご
は
事
業
に
参
奥
し
て

多
〈
の
便
宜
を
奥
ふ
る
も
の

Z
は
い
へ
、
そ
れ
等
は
事
業
の
貫
行
者
で
は
な
〈
、
そ
の
賓
行
者
は
飽
迄
私
の
人
々

で
あ
る
。
卸
も
普
通
の
地
主
が
専
門
仁
農
地
分
割
を
行
ふ
を
業
ご
す
る
人
々
が
之
を
行
ふ
の
で
ゐ
る
が
、
地
主
仁

は
事
業
遂
行
に
必
要
な
る
智
識
己
経
験
が
快
け
て
居
り
専
門
の
農
地
分
割
業
者
は
良
き
自
作
地
を
迄
b
上
げ
る
古

い
ム
よ
り
も
分
寅
に
よ
る
地
債
の
騰
貴
等
の
理
由
で
事
業
か
ら
利
得
を
占
め
ん
こ
ご
を
目
的
ご
し
て
居
る
。
所
が

内
地
植
民
事
業
は
営
利
事
業
ご
し
て
は
ご
か
(
甘
〈
行
き
難
い
仕
事
で
よ
〈
成
功
し
た
る
も
の
は
甚
だ
少
い
の
で

あ
る
。
そ
れ
に
叉
一
般
委
員
舎
は
か
、
る
替
刺
業
者
の
事
業
を
不
可
Z
し
、
，
事
業
に
闘
し
て
要
求
古
る
、
候
件
を

臨
時
重
に
し
て
し
ま
っ
カ
も
の

rか
ら
、

一
時
普
露
西
の
園
内
植
民
事
業
は
殆
ん
い
と
行
詰
h
正
社
絶
を
見
る
迄
に
至

コ
Z

。

'
一
寸
，



蕊
に
於
て
か
時
般
の
必
要
は
絡
に
移
住
曾
一
砥
〉
口
氏
注
目
ロ
ロ
向
指
虫
色

R
E沖
の
設
立
を
見
る
に
至
ら
し
め
、

之
に

依
て
又
事
業
は
活
気
を
墨
す
る
ニ
ご
、
な
っ
た
。
之
は
十
礼
分7
な
る
資
本

z有
怨
の
理
事
者
芭
子
e

ヲ
シ

Y
川
ン
グ

そ
の
最
初
に
設
立
さ
れ
た
る
も
の
は
一
入
九
六
年
に
遺
ら
れ
た
る
伯
林
の
土
地
銀
行
で
あ
っ
た
。
然
る
に

っ
て
、

こ
の
管
利
命
日
祉
的
な
土
地
銀
行
ご
相
並
む
で
叉
真
に
一
公
盆
的
な
移
住
曾
祉
の
組
成
さ
る
、
に
至
っ
た
よ
芭
は
、
国

内
植
民
事
業
の
第
め
に
は
最
も
喜
ば
し
き
こ
ご
で
ゐ
う
て
、
此
等
は
其
後
主
正
し
て
猫
逸
園
内
機
民
事
業
の
寅
行

者
Z
な
bJ
、
利
得
を
主
ご
せ
十
善
良
な
る
植
民
を
招
致
扶
植
す
る
を
主
岡
山
ご
し
て
着
々
事
業
を
遂
行
す
る
こ

Z
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
然
し
こ
の
会
盆
的
な
移
住
曾
祉
は
最
初
は
波
蘭
方
面
よ
り
濁
逸
の
濁
逸
農
民
扶
植
事
業
に
費

す
る
防
得
運
動
ご
し
て
起
ち
れ
た
も
の
な
る
ζ

ご
は
、
拘
に
注
意
に
値
す
る
所
ご
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
濁
逸
側

に
於
け
る
最
初
の
公
盆
移
住
曾
祉
は
一
入
九
人
年
に
伯
林
仁
設
立
苫
れ
た
る

ロ
2
z
o
F
O
〉

E
F色
E
q問
Em--』

RHM釦
沖

目

『
国
で
あ
っ
た
。
此
曾
祉
は
存
立
一
年
竿
の
間
に
一
七
一
の
農
地
を
設
定
し
て
成
績
の
見
る
べ
き
も

の
が
あ
っ
た
が
、
其
の
資
カ
十
分
な
ら

yhJし
縛
め
解
散
の
止
む
な
き
仁
至
っ
た
。

然
る
聞
に
叉
東
部
普
露
西
の
大
地
主
の
聞
に
は
、
其
の
所
有
地
を
分
割
蕗
分
す
る
必
要
が
段
々
迫
っ
て
来
た
も

の
だ
hr
ら
、
絡
に
一
九

O
三
年
に
至
つ
て
は
、

見
ア
ッ
チ
ン
に
於
て
産
業
組
合
組
織
で
以
て
ポ

y

j

y

y
移
住
組

合
同
U

。日
2
2
R
F
O
〉ロ

m-az口
問
問
問

2
己

-mnE沖
(の
goω
河
口
ωnFω
沖

自

ず
・
巴
・
)
が
設
立
ち
る
、
に
至
っ
た
。
そ
し

て
又
一
九

O
五
年
に
は
其
後
普
露
西
の
諸
地
方
に
怒
ら
る
、
諸
移
住
曾
献
の
模
範
ご
な
れ
る
所
の
束
普
土
地
曾
枇

誼
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弗

誇
闘
の
自
作
農
創
定
事
業

四
三
回

(
第
三
説
一
一
一
穴
)

第
十
九
巻

。
且
宮
内
己
ωω
一
目
}
百
円

tE品問。
a
z
n
E
P
自
由
『
・
巴
が
生
れ
る
こ
古
、
な
っ
た
。
そ
し
て
之
は
先
の
濁
逸
移
住
舎
枇

の
失
敗
に
鑑
み
、

そ
の
資
力
を
張
〈
す
る
こ
Z
に
意
を
用
ゐ
、
私
的
資
本
よ
り
も
主
ご
し
て
図
庫
や
地
方
自
治
髄

其
他
の
会
共
資
金
を
引
嘗
に
す
る
策
を
立
て
穴
の
で
あ
る
。

斯
〈
て
園
内
植
民
事
業
の
主
た
る
施
行
者
は
、
此
等
の
目
白
盆
的
移
住
曾
枇
た
る

ι
Z
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

ゐ
る
。
然
る
に
斯
〈
事
業
の
中
心
が
↓
公
盆
命
日
祉
の
子
に
移
h
行
は
る
、
に
至
っ
て
か
ら
は
、
此
等
の
も
の
は
裳
上

に
一
般
委
員
曾
が
存
存
し
て
、
常
に
事
業
の
制
肘
を
錯
す
を
不
便
ご
戚
十
る
に
至
り
、
之
が
ゑ
め
に
事
業
の
進
行

の
妨
げ
ら
る
、
所
少
か
ら
す
ご
信
守
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
絡
に
戦
前
最
後
の
年
に
は
一
般
委
員
曾
の
廃
止
が
企

τら
る
、
ご
吉
、
な
っ
た
の
だ
が
、

主
(
折
は
貫
現
せ
や
、

戦
後
制
御
逸
図
移
住
法

岡
山
内
円
「
包

a-E四ω問
何
百
円
N

が
後

る。布
。き

る、
及
む
で

一
般
委
員
曾
は
土
地
開
拓
局

FEE---宮町仙
E
q
仁
改
批
起
き
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

囲

時
服
の
蹴
晶
化
ミ
新
調
逸
岡
移
住
法

上
に
叙
す
る
所
に
依

τ窺
は
る
九
が
如
〈
普
露
西
の
圏
内
植
民
事
業
は
農
民
扶
植
委
員
曾
ご
一
般
委
員
曾
ご
の

手
を
経
て
一
入
入
六
年
以
来
か
な
り
熱
心
に
行
は
れ
来
り
た
る
も
の
で
あ
る
o

然
る
に
兵
の
成
績
は
想
像
さ
る
、

が
如
〈
大
な
る
を
得
中
、
其
開
設
置
古
れ
た
る
自
作
農
地
の
敷
は
四
高
に
過
ぎ
な

ν
で
、
之
を
普
露
西
囲
内
の
農

Skalweit. a. a. O. S. 142→ '50 4) 



業
経
径
数
三
百
四
十
誌
に
比
較
し
て
あ
ま
b
に
僅
少
た
る
識
を
見
れ
難
い
。
そ
れ
に
叉
此
の
事
業
に
は
由
来
政
治

的
の
意
味
の
加
味
さ
れ
た
る
所
の
多
か
っ
た
斜
め
に
、
之
に
相
到
す
る
反
戚
も
あ
っ
た
。
ぞ

L
て
事
業
は
濁
逸
園
内

北
ぃ
γ
肥
判

h
，
普
露
両
仁
行
U
る
、
の
み
で
他
の
支
R
T
闘
に
は
之
を
見
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
事
情
か

ら
し
て
戦
前
に
至
つ
て
は
、
寧
ろ
事
業
を
底
止
す
べ

L
Z
潟
す
意
見
も
か
な
L

り
強
く
な
っ
て

L
ま
っ
て
、

A
1
筏
如

何
に
成
行
〈
か
の
甚

r心
一
万
な
き
迄
に
至
っ
た
o

然
る
に
其
所
に
突
如
ご
し
て
大
戦
は
行
は
れ
た
e

是
し
て
戟
時
中
多
〈
の
人
々
の
戚
じ
允
食
糧
問
題
の
意
義
ご

出
征
軍
人
の
故
榔
な
る
も
の
特
に
自
己
及
一
家
の
其
の
安
息
場
た
る
故
国
な
る
も
の
に
謝
す
る
愛
着
心
Z
は
、
大

い
に
従
来
の
気
蓮
を
一
制
捜
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
o

そ
し
て
一
九
一
六
年
七
月
三
日
に
灸
布
さ
れ
た
る

{
恩
給

一
時
抑
)
法
岡
山
1
E
F
E
E
百四
ω
常
臣
官
は
此
の
気
運
仁
封
し

τ大
い
な
る
質
現
的
機
縁
を
奥
ふ
る
こ
吉
、
な
つ

た
o

こ
の
法
律
は
大
載
の
潟
め
に
負
傷
せ
る
者
及
其
の
寡
婦
に
下
附
き
る
、
思
給
金
の
一
部
を
ば
一
時
的
に
取
纏

め
て
支
給
し
、
年
金
を
資
本
化
し
て
、

之
を
以
て
土
地
を
購
買
せ
し
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
恰
も
土
着
の
希
望

を
有
す
る
者
に
自
作
農
地
を
獲
得
せ
し
む
る
に
役
立
も
、
地
代
農
地
設
定
事
業
に
貢
献
す
る
こ
吉
、
な
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
注
意
す
べ
き
こ
ご
は
、
此
の
法
律
は
普
露
西
以
外
の
支
分
闘
に
も
適
用
古
る
、
も
の
で
、
之
に
依
て

他
の
支
分
闘
も
園
内
植
民
の
事
業
に
奥
は
る
、
を
依
儀
な
く
さ
る
、
-
』
吉
、
な
っ
た
貼
之
で
あ
る
。

新
〈
の
如
〈
に
し
て
囲
内
植
民
の
事
業
が
漸
〈
会
濁
逸
的
の
事
業
ご
な
ら
ん
ご
す
る
勢
の
遺
ら
れ
た
所
ヘ
以
工

読

宛

諸
聞
の
自
作
農
創
定
事
業

第
十
丸
巻

(
第
三
毅
一
二
七
)

四
三
五
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詑

苑

諮
園
D
自
作
農
創
定
事
業

第
十
九
巻

(
第
三
貌
-
ニ
λ
)

四
三
戸

来
て
、
草
命
の
新
気
運
は
成
熟
し
て
し
ま
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
此
の
方
面
に
於
て
も
亦
終
に
一
九
一
九
年
一
月
二

十
九
日
暫
行
法
E
し
て
企
図
的
移
住
法
宮
町
内

z
t
a
-
5
m
m
m
g
E
の
後
布
を
見
次
で
同
年
八
月
十
一
日
に
は
正
式

の
法
律
芭
し
て
会
術
き
る
、
こ
正
、
な
b
、
誌
に
農
政
史
上
に
特
筆
す
べ
き
一
新
時
機
を
劃
す
る
こ
吉
、
な
っ

た
。
即
も
此
の
会
図
的
な
る
移
住
法
は
凋
逸
園
内
一
に
捗
っ
て
農
民
を
均
分
に
扶
植
し
新
た
に
自
作
農
地
を
創
設
す

る
こ
正
に
依
っ
て
農
業
服
態
の
健
全
を
岡
ら
ん
さ
す
る
も
の
で
あ
る
U

換
言
す
れ
ば
土
地
分
配
欣
態
を
な
る
べ
く

手
均
せ
ん
ご
す
る
こ
吉
、
、
自
作
農
主
義
を
普
及
す
る
こ
吉
、
を
以
て
眼
目
Z
怨
L
然
か
も
之
を
金
網
逸
的
事
業

ご
し
て
行
は
ん
芭
す
る
所
に
其
の
重
貼
は
宿
る
次
第
な
b
正
す
る
。
試
に
該
法
の
理
白
書
に
記
る
す
所
を
見
れ

ば
、
未
墾
地
及
び
泥
炭
地
に
し
て
之
を
開
拓
し
移
住
す
れ
ば
術
ほ
数
庁
高
人
を
容
、
。
、
に
足
る
地
域
が
濁
逸
闘
内

に
存
在
し
て
居
る
に
拘
ら
宇
従
来
此
の
方
面
に
於
け
る
園
内
植
民
事
業
は
倫
ほ
未
だ
ほ
ん
の
試
験
的
の
も
の
た
る

に
過
ぎ
ぬ
0

且
聞
か
も
今
や
鋭
意
事
業
を
進
め
て
行
げ
ば
近
き
内
に
百
高
人
に
尾
住
ご
食
物
子
伊
』
保
障
す
る
に
足
る

移
住
は
行
は
れ
得
ぺ
き
有
様
で
あ
る
。
号
し
て
又
既
墾
地
に
於
て
も
地
方
に
依
り
農
民
稀
薄
な
る
所
に
は
倫
ほ
大

V

に
移
住
の
行
は
れ
得
ぺ
き
品
開
地
あ
h
特
に
エ

F

4

沈
域
以
東
の
大
農
地
地
方
に
於
て
然
b
ご
す
る
古
い
ふ
の
が

新
立
法
の
精
神
で
あ
る
。
き
れ
ば
賞
に
此
の
新
法
は
十
九
世
紀
以
来
行
は
れ
ん
ご
し
て
然
か
も
隊
成
朕
態
の
勉
め

仁
一
妨
げ
ら
れ
た
る
も
の
が
、
輩
・
命
の
刷
新
に
依
円
ノ

τ急
に
並
道
の
通
じ
党
る
次
第
で
あ
っ
て
、

北
し
か
に
エ
ポ
ヅ

夕、

メ

T
キ
ン
グ
の
も
の
た
る
に
耽
ぢ
な
い
の
で
ゐ
る
。



然
る
に
蕊
に
見
遁
す
べ
か
ら

F
る
こ
ご
は
、
此
の
新
訟
は
枇
曾
主
義
者
た
る
営
局
大
臣
を
交
へ
た
る
革
命
政
府

に
依

τ立
案
さ
れ
た
る
も
の
な
る
こ
古
で
あ
っ
て
、
祉
曾
主
義
者
は
某
の
本
来
の
立
場
か
ら
い
へ
ば
土
地
に
封
す

る
所
有
制
を
是
認
せ
ぎ
る
も
の
で
あ
る
。
特
仁
社
曾
主
義
者
は
従
来
小
臨
属
地
主
義
じ
は
極
力
反
論
せ
る
も
の
で
ゐ

っ
て
、
大
農
地
の
所
有
は
や
が
て
之
を
一
位
曾
の
る
有
に
移
す
に
も
使
あ
り
さ
し
て
封
く
多
く
ご
が
め
な
い
に
し
て

も
、
小
農
地
主
義
仁
擦
b
農
民
一
炉
各

fr土
り
小
所
有
地
に
立
能
っ
て
一
虻
曾
的
公
有
ご
一
枇
曾
的
共
同
経
済
ご
の
主
旨

に
管
馳
す
る
は
最
も
宜
し
か
ら
A
Y
Z
信
じ
た
も
の
で
あ
る
。
然
る
仁
今
そ
の
主
張
を
支
持
し
来
っ
た
濁
逸
の
枇
曾

民
主
黛
が
、
自
作
農
主
義
に
よ
る
小
農
地
制
を
み
ム
図
的
に
普
及
せ
ん
ご
す
る
は
、
其
の
在
来

ω立
場
を
裏
切
る
も

の
芭
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

然
し
濁
逸
首
時
の
欺
況
は
枇
曾
民
主
繋
ご
し
て
も
、
殆
ん
ど
一
の
曲
学
設
的
な
主
張
た
る
仁
過
ぎ
ぎ
る
大
農
主
義

を
固
執
す
る
よ
h
も
、
嘗
面
の
必
要
に
感
じ
、
戦
線
よ
り
蹄
来
す
る
幾
百
高
の
人
々
に
安
佳
の
地
芭
経
済
上
の
白

替
の
道
ご
を
提
供
す
ぺ
き
農
地
の
分
奥
を
怨
す
質
地
政
策
を
採
る
を
以
て
、
兎
に
重
要
緊
急
の
-
』
芝
、
信
壱
し
む

る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
新
た
に
制
定
吉
れ
た
る
み
占
園
移
住
法
は
如
何
な
る
規
定
を
有
す
る
か
ご
い
ム
に
、
先
っ
そ
れ
は
各
支
分

固
に
謝
し
て
新
た
に
小
農
地
を
設
定
し
又
在
来
の
小
農
地
を
奨
励
す
る
た
め
に
、
日
公
共
的
な
る
移
住
事
業
を
行
ふ

べ
き
義
務
を
課
し
た
の
で
あ
る
。
尤
も
そ
の
京
公
共
的
な
る
移
住
事
業
は
之
を
如
何
な
る
組
織
の
下
に
行
は
う
芭

設

苑

諸
園
田
自
作
農
創
定
事
業

第
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九
容

(
第
三
硯
一
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九
)
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設

宛

諮
問
白
自
作
農
創
定
事
業

第
十
九
怨

(
第
三
駿
一
一
〕
一

O
)

四

A 

も
、
ぞ
れ
は
各
支
分
図
の
自
由
裁
量
に
委
か
す
ニ
吉
、
し
た
。
的
も
会
共
的
移
住
曾
批
を
お
る
も
移
住
組
合
を
諮

る
も
品
、
れ
は
花
ャ
使
宜
の
問
題
で
あ
る
。
を
し
て
新
訟
は
叉
奮
来
普
露
画
じ
存
在
し
た
る
一
般
委
員
舎
の
代
り
に

土
地
開
拓
局
を
置
く
こ
吉
、

L
た
る
こ
ど
、
段
通

ω遮
ち
で
あ
っ
て
、
比
等
の
開
拓
局
は
や
は
り
一
般
委
員
曾
同

様
に
ぞ
れ
自
身
移
住
事
業
を
行
ム
企
業
躍
で
は
な
い
が
、
移
住
農
地
の
獲
得
そ
の
事
業
の
匁
め
に
必
要
な
る
資
金

の
調
達
等
に
つ
い
て
働
〈
べ
き
も
の

Z
し
、
移
住
事
業
の
企
業
種
た
る
上
記
の
n
公
共
的
な
曾
祉
や
組
合
な
Y
』
を
助

け
て
分
業
的
に
図
内
植
民
古
い
ふ
事
業

ω遂
行
に
蛍
る
べ
き
も
の

E
し
た
。

そ
し
て
事
業
の
遂
行
の
勉
め
に
必
要
な
る
農
地
の
獲
得
に
つ
い
て
は
、
新
法
は
一
大
革
新
を
行
っ
た
E
謂
っ
て

よい
γ

。
卸
も
先
づ
閤
有
農
地

ω
E
E
&。
自
営
自
は
其
上
に
存
す
る
小
作
契
約
が
満
期
に
達
す
れ
ば
、
移
住
小
農
地

の
匁
め
に
購
入
き
る
〉
ぜ
得
る
も
の
ご
し
、
忙
し
γ

葉
地
の
保
有
が
致
育
上
研
究
上
其
他
日
公
共
的
な
る
叉
は
経
済
的

な
る
目
的
の
た
め
に
必
要
な
る
場
合
を
の
み
除
外
し
た
。
其
の
購
入
債
格
は
枚
盆
債
格
に
よ
る
も
の
ご
す
る
。
次

そ
の
賠
償
額
は

未
改
良
の
蚊
態
に
於
け
る
其
地
の
純
股
盆
を
資
本
額
に
還
算
せ
る
も
の
に
よ
る
。
次
に
新
法
は
叉
移
住
企
業
主
慢

に
移
住
企
業
髄
は
利
用
の
不
十
分
な
る
泥
炭
地
や
荒
蕪
地
を
会
用
徴
牧
す
る
を
得
る
も
の
ご

L
、

を
L
て
中
及
大
農
地
の
所
有
移
轄
に
際
し
ぞ
が
共
の
一
家
の
手
に
遺
ら
な
い
で
市
場
に
貰
買
の
斜
め
に
供
給
せ
ら

二
十
五
エ
ク
タ

1
以
上
の
所
有
地
に
劃
L
て
は
法
的
先
買
穫

を
認
め
た
の
で
あ
る
。
之
に
濁
逸
民
法
が
先
買
植
は
た
い
契
約
に
基
〈
も
の
、
み
を
認
め
た
る
ご
比
照
し
て
一
大

る
る
場
合
じ
は
之
に
劃
し
て
先
買
権
を
有
せ
し
め
、



議
草
Z
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

こ
の
先
冥
樫
は
百
へ
ク
タ

1
以
下
の
農
地
に
謝
し
て
は
移
住
企
業
鐙
が
其
の
所
有
を
獲
得
す
ぺ
き
唯
一
の
遣
で

あ
る
が
、
百
へ
ク
タ

1
以
上
の
農
地
に
封
し

τは
新
法
は
真
に
一
歩
を
準
め
て
、
大
農
地
の
多
き
地
方
に
於
て
は

そ
の
三
分
の
一
ま
で
は
之
を
移
住
地
正
し
て
提
供
せ
し
h
u

べ
き
も
の
己
し
た
。
尤
も
濁
逸
圏
内
全
鶴
に
渡
っ

τ
一

様
に
然
か
す
る
誇
で
は
な
(
、
全
農
地
の
一
割
以
上
が
百
九
ク
タ

I
以
上
の
所
有
地
た
る
地
方
に
於

τ
の
み
、
新

〈
之
を
移
住
農
地
の
縛
め
に
=
一
分
一

.K
け
縮
小
せ

L
む
る
こ
古
に
し
た
の
で
ゐ
る
。
そ
し
て
偽
の
土
地
提
供
の
た

め
仁
は
法
律
は
地
主
を
し
て
土
地
提
供
組
合

E
E
Z
$
2
M
m
2
2
E
E
を
組
織
せ
し
め
る
こ
正
、
し
た
o

次
に
法
律
は
移
住
企
業
岨
胞
の
取
扱
の
下
に
獲
得
き
れ
た
る
小
農
地
を
其
の
所
有
者
が
投
機
的
に
轄
責
す
る
が
如

き
こ

Z
な
か
ら
し

U
る
翁
め
に
、
所
有
者
が
之
を
全
部
又
は
分
割
し
て
貰
却
す
る
場
合
及
び
自
ら
其
地
に
引
綴
き

居
住
せ
手
叉
耕
作
経
笹
せ

5
る
場
合
に
は
、
移
住
企
業
健
に
於
て
之
を
買
戻
す
を
得
る
も
の
正
し
た
。
そ
の
買
戻

穫
は
其
地
の
物
権
的
負
携
ご
し
て
土
地
牽
帳
に
登
記
せ
ら
れ
る
の
で
ゐ
る
。

次
に
新
移
住
法
は
農
業
時
労
働
者
の
潟
め
に
小
作
地
を
泡
b
奥
へ
る
新
党
な
る
道
を
開
い
た
貼
に
於
て
大
い
な
る

特
色
を
後
弾
し
た
。
卸
も
町
村
の
如
き
地
方
自
治
鵠

(
C
E向
。
日
仏

E
E
え
2
P
E
Z
N円
門
戸
日
)
は
所
定
官
騒
の
指

定
ゐ
る
場
合
に
は
、
共
の
自
治
館
内
に
於

τ需
に
努
働
に
従
事
せ
る
努
働
者
の
斜
め
に
小
作
地
又
は
そ
の
一
家
牛
一

活
の
潟
め
に
必
要
な
る
土
地
を
供
給
す
べ
き
任
務
を
負
ふ
も
の
ご
せ
ら
れ
た
。
か
、
る
人
々
の
た
め
に
は
農
用
地

宮古

苑

諸
岡
田
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農
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事
業
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(
第
三
競
一
=
二
)
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説

苑

(
第
三
紘
一
三
三
)

四
問
。

第
十
九
巻

諸
岡
田
自
作
農
創
見
事
業

の
五
分
に
嘗
る
迄
は
、
強
制
借
用
又
は
公
用
徴
牧
の
進
一
に
よ
っ
て
、
自
治
岨
胞
に
於
て
之
を
獲
得
し
得
べ
き
も
の
ご

し
た
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
一
九
一
九
年
の
新
移
住
訟
は
政
治
上
並
び
に
経
済
上
の
理
由
か
ら
し
て
、
従
来
普
困
じ
の
み
行
は
れ

た
る
園
内
植
民
の
事
業
を
会
濁
逸
園
内
に
渉
っ
て
行
は
ん
己
欲
し
、
然
か
も
之
を
し
て
十
分
有
数
に
行
は
れ
じ
め

ん
が
た
め
に
、
会
共
的
な
る
移
住
企
業
回
瞳
を
組
織
す
る
こ

F
e以
て
各
支
分
闘
の
任
務
Z
匁
し
、
其
代
'
り
是
の

企
業
種
に
は
移
住
地
獲
得
上
に
或
程
度
の
会
権
力
を
奥
へ
て
、

そ
の
事
業
遂
行
を
容
易
な
ら
し
め
ん
Z
し
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
新
移
住
法
の
目
的
E
す
る
所
は
、
政
治
上
Z
経
済
上
正
に
跨
つ

τ居
る
ご
は
h
t

へ
、
そ
の
政
治
上

の
円
的
は
、
従
来
普
閣
の
囲
内
植
民
事
業
に
附
註
物
だ
っ
た
や
う
に
波
蘭
に
調
仁
て
濁
逸
主
義
を
確
立
し
一
一
楠
の

枇
曾
的
な
る
叉
経
済
的
な
る
岡
墳
の
防
備
を
須
古
ん
ご
す
る
者
で
は
な
〈
、
濁
逸
園
内
無
職
の
人
々
や
経
済

ω立

場
を
失
へ
る
人
々
や
其
他
戦
線
よ
h
蹄
戒
し

τ新
た
な
る
生
活
に
入
る
を
求
め
っ
、
あ
る
多

f
ω
人
心
ゃ
を
し
て

安
住
の
地
を
得
せ
し
む
る
こ
吉
、
、

一
つ
に
は
叉
な
る
ぺ
〈
園
内
の
土
地
を
開
後
し
自
作
農
的
に
之
を
集
約
利
用

せ
し
め
て
踊
民
食
糧
問
題
の
解
決
に
資
す
る
所
ゐ
ら
し
め
ん
ご
し
た
の
で
あ
る
。
き
れ
ば
そ
の
目
的
ご
す
る
所
は

政
治
的
た
る
乍
ら
も
甚
だ
経
済
的
な
る
内
容
を
有
し
、
自
作
曲
民
主
義
の
普
及
、
土
地
分
配
の
会
午
、
土
地
の
集
約

利
用
、
農
業
生
産
の
増
加
ご
い
ふ
が
如
き
事
項
が
併
せ
希
望
せ
ら
れ
、
叉
自
作
農
の
増
殖
に
よ
る
中
等
階
級
の
充
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賞
て
ふ
が
如
き
枇
曾
的
意
義
も
併
せ
加
味
せ
ら
れ
穴
る
も
の
さ
見
な
り
れ
ば
な
ら
向
。
的
も
か
〈
て
濁
端
喝
の
関
内

植
民
事
業
は
蛍
初
の
植
民
政
策
的
な
意
義
が
段
命
に
務
〈
な
っ
て
、
農
業
政
策
的
な
意
義
が
之
に
代
hJ
加
は
っ
た

-
次
第
で
あ
る
o

之
れ
現
今
伺
逸
的
圏
内
植
民
事
業
は
之
を
自
作
農
創
定
の
事
業
ご
し
て
他
の
諸
凶
の
自
作
農
創
定

事
業
Z
併
せ
稗
へ
ら
る
、
.
】
ご
の
不
骨
同
な
日
ぎ
る
所
以
で
あ
っ
て
、

つ
ま

b
主
ご
し
て
自
作
農
主
義
の
普
及
事
業

た
る
に
外
な
ら
ぬ
。

昨
然
し
乍
ら
-
』
の
濁
桶
砲
の
園
内
杭
民
事
業
が
従
来
普
図
に
於
て
あ
ま
ら
花
々
し
き
成
績
を
翠
げ
得
な
か
っ
た
の

に
、
新
移
住
訟
の
制
定
は
よ
(
英
勢
を
幾
じ
て
著
大
な
る
成
績
を
皐
げ
得
る
で
あ
ら
う
か
ご
V
ふ
一
段
に
な
れ

ば
、
識
者
の
殻
想
は
区
々
で
ゐ
る
。
今
に
し
て
俄
か
に
断
定
的
な
預
想
は
っ
き
難
い
が
、
由
来
此
織
の
事
業
の
大

い
に
困
難
な
る
こ
芭
に
鑑
み
れ
ば
、
徐
h
〆
張
謄
明
日
す
べ
き
ほ
ど
の
も
の
は
期
待
し
難
い
で
あ
ら
う
。

設

夢E

持
聞
の
自
作
農
創
見
事
業

第
十
九
谷

{
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三
規
一
三
一
干
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